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あらまし：高等教育機関において，eラーニング導入支援者が学習効果の高いｅラーニング化を効率的
に成功させるための方策に関して提案する．具体的には，ID（インストラクショナル・デザイン）理
論，特に ARCS+ATモデルを，「教授者＝ｅラーニングを導入しようとしている教員」，「学習者＝その
講義を受講している学生」という見方だけではなく，「教授者＝ｅラーニング導入支援者」，「学習者＝

ｅラーニングを導入しようとしている教員」という見方で整理し直し，効果的かつ効率的にｅラーニン

グ化の支援を行うための「ID理論に基づいたチェックリスト」の提案を行う． 
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1. はじめに 
大学をはじめとする高等教育機関においては， e
ラーニング導入の推進に関して，様々な取り組みが

なされているが，組織的に効果・効率を高める成果

を導くことは容易ではないのが現状である．この課

題を解消する鍵として，e ラーニング導入支援者に
注目した． 
高等教育機関の e ラーニング導入においては，教
員が担当するのか，事務局が担当するのかに関わら

ず，eラーニング導入支援者の果たす役割が大きい．
そして，eラーニング導入支援者が，eラーニングの
導入を求めている教員や eラーニングを有効活用す
ることで学習成果が上がると予想される科目に対し

て，如何に情報提供し，支援していくのが適切なの

かを具体的に確認する方策が準備できれば，e ラー
ニング導入を成功に導くことができるものと考える． 
当研究では，ID（インストラクショナル・デザイ
ン）の理論をもとにして，特にケラーが提唱した

ARCS モデル(1)をもとにした ARCS+AT モデルを参
照して，e ラーニング導入支援者のためのチェック
リストを提案する． 

 
2. ARCS+ATチェックリストの提案 

ARCS モデルは，心理学的に裏付けられた，学習
者を動機付けることを目的とした教授者のための理

論であるが，当研究では，「学習者」，「教授者」の該

当者を「学生」，「教員」と捉えると同時に，「eラー
ニングを導入しようとする教員」，「e ラーニング導
入支援者」という捉え方を行った．この二重構造に

より，教員・クラスを動機付け，機関としての方針

に則った eラーニング化を実現することが可能とな
る．ただし，後者の組み合わせの場合，ARCS モデ
ルに挙げられる項目だけでは網羅できない要素があ

り，これを AT（Assistance & Tools）という要素を付
加して補完した．かくして，ARCS+AT 各要素につ

いて整理分析し，チェックリストを作成するに至っ

た． 
2.1 ARCS+ATの考え方 

ARCS+ATでは，高等教育機関におけるある科目で
の eラーニング導入が，担当教員の独力でなされる
べきものではなく，組織的な方針と支援のもとで適

切に行われるべきであると考えており，そこでは，

ID理論が適格に活用されることが望まれる．すなわ
ち，ARCS（＝注意・関連性・自信・満足感）に付
加する要素「AT」は，利用ツール，支援体制，ID
による組織的支援を意味するものである． 
2.2 ARCSモデルとの対比 
ここで，改めて ARCSモデルと ARCS＋ATモデル
の対比を行い，相違点を確認しておく．表 1のとお
り，ARCS+AT は，二重構造による動機付け理論と
なる． 

表 1 ARCS理論との対比表 
 ARCS ARCS+AT 
理論 
利用 
者 

教授者 eラーニング導入 
支援者 

理論 
対象 
者 

学習者 eラーニング導入 
教員 

主旨 学習者の動機付け 
1.学習成果を生む 

導入教員の支援 
1.eラーニングの的
確な導入実現 

2.学習成果を生む 
3.機関としてeラー
ニング導入の成
功を導く 

 
また，「学生」と「教員」ならびに，「eラーニング
を導入しようとする教員」と「e ラーニング導入支
援者」，ARCSと ARCS+ATの相関図は次のとおりと
なる． 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 相関図 

2.3 ARCS+ATチェックリスト 
このような経緯により，ARCSモデル（鈴木 2002）

を参照して ARCS+AT のそれぞれの項目を再分析し，
各項目の意味付けを明確化するとともに，項目下の

確認事項を列挙してチェックリストを作成した． 
ここでは，ARCS+AT の各要素，各項目と明確化

されたその意味付けを表 2に示す．なお，チェック
リストでは，各項目の下層にチェック項目を列挙し

ている． 
表 2 ARCS+ATチェックリスト タイトル一覧 

Attention：注意 ＜面白そうな方法だなあ＞ 
A-1:知覚的喚起（Perceptual Arousal） 
教員に，eラーニングという効果的な教育方法（論）
があることに気付かせる． 
A-2:探求心の喚起（Inquiry Arousal） 
教員に，自分の研究や教育資源を学生に伝播する

のにとても役立ちそうなので使ってみたいと思わ

せる． 
A-3:変化性（Variability） 
eラーニングの効果に関する教員への説明や解説
は，長く続けずに，簡潔にまとめる． 
Relevance：関連性 ＜役立ちそうだなあ＞ 
R-1:親しみやすさ（Familiarity） 
対象教員が担当する科目・講義を取り上げて，そ

の教員が思い描く理想の授業をeラーニング導入
によって実現する方法を示す． 
R-2:目的指向性（Goal Orientation） 
対象教員に，当該科目のeラーニング化による改善
の重要性を認識させ，自ら進んで取り組ませる． 
R-3:動機との一致（Motive Matching） 
対象教員のITリテラシーの有無に関わらず，教員
に合ったeラーニング導入を提示して，無理のない
ペースで進められるよう工夫する． 
Assistance & Tools：支援 ＜頼れそうだなあ＞ 
AT-1:ツール明示（Tool Information） 
対象教員が利用可能なeラーニングシステムやツ
ールについて明示する． 
AT-2:支援明示（Assistance Information） 
対象教員が受けることが出来る，eラーニング導
入・運用に係る支援について明示する． 
AT-3:ID明示（ID Guidance） 
効果的なeラーニング導入実現のための，IDのノウ
ハウについて明示する． 

Confidence：自信 ＜実現･改善していけそうだなあ＞ 
C-1:講義要求（Instruction Requirement） 
何ができたらeラーニング導入の完了とするかを
はっきり具体的に示す． 
C-2:成功の機会（Success Opportunities） 
従来の対面講義とeラーニング導入後の講義との
比較で，その効果を確かめられるようにする． 
C-3:コントロールの個人化（Personal Control） 
対象教員が自ら中心となってeラーニング導入を
行ったと思えるようにする． 
Satisfaction：満足感 ＜導入してよかったなあ＞ 
S-1:自然な結果（Natural Consequences） 
eラーニング導入による授業の改善が実感できる
よう，目標に基づいてすぐにチェックできるよう

にする． 
S-2:肯定的な結果（Positive Consequences） 
受講生の学習成果から，eラーニング導入の価値や
重要性をもう一度強調する． 
S-3:公平さ（Equity） 
eラーニング導入状況やその効果等に関する評価
基準を一定に保つ．公平な支援体制を実現する． 
 

3. 支援の手法と応用の可能性 
eラーニング導入支援者は，実際の科目において，

担当教員と協力し，ARCS+AT チェックリストで確
認しながら導入支援する．その過程で，e ラーニン
グ導入支援者は，導入科目における学習者の学習成

果や担当教員のインタビューなどによって，チェッ

クリストの効果を計ることになる。 
本チェックリストは，科目の eラーニング導入支

援だけでなく，機関における eラーニング推進計画
を立案するところから，実際の科目で eラーニング
を導入し，分析・評価するところまでの一連の流れ

を的確に導くことを目的としている．そのため，「機

関における eラーニング推進計画立案の判断材料」
や，「効果的なｅラーニング導入支援サイトの構築」

への活用も考えられる。 
今後，本チェックリストをさらに改良するととも

に，実証実験や、様々な応用の可能性に関して模索

していきたい。 
 

4. おわりに 
本研究では，e ラーニング導入支援者のための

ARCS+ATチェックリストの提案を行った．今後は，
心理学的裏付けを取りつつ，調査を経た改善を行い，

ARCS+AT の完成度を高める．また，他大学などで
の使用と評価を目指したいところである． 
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